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酒とスピードはひかえめに 

家のそうじなどは早めに 

ゆったりとした気分で年の瀬を 

そして、すばらしい新春を 

お迎えください。 

年
の
瀬
あ
ら
か
る
と
 

住みっづけたいまち 
住んでみたいまちKANADA 



レニ、rそ 

みな誰孔らひました 
v ’ー 

ニ、 

るいさつ 

〕れあいフェスタ芸能発表会 
たたll

賛カl6 、 

ぽこ詳 

、
 

島町長 ▲日頃の練習のたまものですね 

▲家で飲むお茶と違うわネグ（茶道コーナーで） 

力ナダノ＼リフライトいかがでした？ 
（ふるさと力ナダがよく見えたョ） 

▲高度〇Om上空のヘリから見た、 
金田中学校周辺です 

'1“ノー 

」ツじ日●7日 

第3回ふるさと 

▲とび入参加もありました（モチつき大会） 

▲さ～てどうせめるか？こうせめれば、 

こうにげるかう～ん 
（囲碁大会社会福祉センター） 

＃丈ふれあいく 

委貸会熱賃スタ災庁 

▲さあ、いよいよ、ふれあいフエスタのオーブン 
（テーブカット直前のフェスタ会場の入ロです） 

．ここだけは、免許証は 

いらないよ'I（ワイワイ子ども天国） 

▼iiカ3日デビユーにそなえて 

ふれあい朝市 

あい朝り 

力ナダ 

ふれあい 
~‘ …ー” ィ・／ 

フェスタ 

▲「あれがいいわね」「早く見っけた方がいいわよ」 

いつでもにぎやかです（婦人会バザー） 

▲キョウリユウ（恐竜）がきたぞ…（フア・フア） 

▲展示コーナ全景 力作ぞろいでした 

(3) 1993年（平成5年）12月1日 1993年（平成5年）12月1日（2) 



【社会福祉協議会だより】 【タンザニアより近況報告】 
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国
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さ
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啓
大
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お
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す。 皆
様
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か
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お
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ご
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で
し
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う
か
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も
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迎
え
ま
し
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在
配
属
先
や
J
I
c
A
事
務
所
と
最
後
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業
務
打
ち
合
わ
せ
に
大
忙
し
で
す
。
交
替
 

隊
員
も
 12 

月
に
来
る
こ
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が
決
ま
り
安
心
一
 

し
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帰
国
す
る
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が
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そ
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す
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一 

そ
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今
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帰
国
後
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2
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れ
、
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か
し
そ
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れ
に
勝
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間
の
幸
福
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や
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日
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ら
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出
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な
い
考
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方
を
学
ぶ
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来
ま
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し
た
。
技
術
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の
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れ
な
ど
帰
国
後
真
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に
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強
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ば
必
ず
取
り
戻
す
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出
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来
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の
で
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』
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ご
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す
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ね
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り
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お
り
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す
。
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第10回馬面杯 

金田ジュニアクラブ 

初優勝 
平成5年10月17日～24日2週間にわたり第10 

回馬面杯が開催され、金田ジュニアクラブが決勝 

で赤池ベアーズと対戦し今年度初優勝しました。 

第1回戦 

第10回場面杯（17、 24日） 

金田ジュニアクラブ4 一1 一本松ライオンズ 

（金）和田一中村（一）池口大ー水時ン本塁打 

和田（金） 

第2回戦 

金田ジュニアクラブ7一3 伊田リトルベアーズ 

（金）和田ー中村（伊）岡本、太田一太田、御幡 

準決勝戦 

金田ジュニアクラブ7 -6 後藤寺ジャイアンツ 

（金）和田一中村（後）寺田一神崎ン本塁打 

中村、和田（金）梶原、山田（後） 

決勝戦 

金田ジュニアクラブ6 -2 赤池ジュニアベアーズ 

（赤）緒方一池上（金）中村一和田 

網旦、に 
f'' 

C:)0 

Jリーグまで 
あとひとがんばりJ 

筑豊地区社会人リーグ 

優勝は力ナダFC（金田町） 

筑豊サッ力ー協会は11月14日、飯塚市総田の陸上競 

技場で同協会と筑豊地区社会人サッカーリーグの創立 

20周年記念のサッ力一大会を開きました。この記念大 

会はトーナメント方式で10月31日に行われた2回戦に 

引き続き11月14日に準決勝、決勝を行いました。 

PK戦の末、力ナダFC（金田町）が直方スタリオン 

ズを破り優勝しました。 

社会福祉協議会の 
活動状況について（その2) 

社会福祉協議会では町民のニーズに応えるため、いろいろな事業に取組んでいます。 

昨年9月の福祉センター開設以来、福祉センター施設の利用度も高く順調であります。今後とも 

この福祉センターを拠点とし、地域福祉向上のために、積極的な「誰もが生き生きと安心して暮ら 

せる明るい町づくり」をめざして住民の期待に応えるよう努めてまいりたいと思いますので社会福 

祉協議会へのご支援とご協力の程をよろしくお願いいたします。(11月号のつづきです） 

募金運動が行なわれています。 

皆様方の暖かい善意により昨年度は1,314,900円の募金 

を県共同募金会から頂くことができました。 

寄せられた募金は県共同募金へ送られ約80％が金田町社 

会福祉協議会へ配分され還元されています。 

これらをもとにして、社会福祉事業推進のための重要な 

財源として使用させて頂いております。社会福祉協議会 

の事業をなお一層充実させるために皆様方の暖かいおも 

いやりをお寄せ下さい。 

＠一日父親事業 

母子（父子）家庭の児童、生徒を対象に毎年実施しており 

ます。 

⑥その他の事業 

金田町遺族会、長期入院患者への見舞、寝たきり老人見 

舞、初盆家庭への（ご悌前）敬具、原爆被爆者への見舞、 

各種団体への助成。 

※なお今後の主な事業として平成7年度より65才以上の独 

居老人に対する給食配達サービス事業を計画いたしてお 

ります。その節はボランティアの募集のお願いをいたし 

ますのでよろしくお願いいたします。 

社会福祉法人 

金田町社会福祉協議会 冒22一6631 

⑥地域交流用バス（福祉バス）の運行。 

福祉センター利用者の送迎バス（町内一巡）として大い 

に活用されています。 

＠戦没者慰霊祭の主催 

さきの大戦において亡くなられました戦没者に対し感謝 

と追悼の心をこめて毎年行われています。 

＠ホームヘルパー（家庭奉仕員）事業 

おとしよりの家事や介護のお手伝いが必要な家庭を3名 

が訪問し、調理、洗たく、掃除、買物、入浴、着がえ、通 

院の介助などお世話をいたしております。 

＠生活福祉資金（一日世帯更正資金）貸付事業 

低所得者、高令者、身体障害者等に対し資金の貸付けを 

行い、必要な援助、指導を行うことにより、その経済的自 

立と生活意欲の助長促進を図り、安定した生活を営まし 

めることを目的とされています。 

⑥心配ごと相談 

ひろく住民の日常生活上のあらゆる相談に応じ適切な助 

言、援助を行って地域住民の福祉の増進をはかることを 

目的としています。毎月第4水曜日に金田町社会福祉セ 

ンターで行われています。 

＠赤い羽根共同募金 

毎年10月1日より12月31日まで3ケ月間、赤い羽根共同 

社
会
保
険
料
控
除
で
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
 

霧 ボ2 1H---31HkJJ に 
12月は並肖と違って失菱あわただしくなり、蒙の筒透のかたずけなど1牟のタ編隙もあり、施設ゃ豪礎も、12月暮れに 

なりますと、呆の羊備が買輩し、飲み水を等る挙米駕も策税となりますので、節米をし、ぎ目に大掃除などをすませま 

しょう。筆葉所など、ご蒙礎のみなさまにご撞騨と、ご富労をお嶺いします。 

※問い合わせ 

冒22 - 6659（直通）水道課まで 

末（12月1日～31日） 

i I..- けあし寧動i 
I 委，恩ど讐J I 

ーノド～ 
霊 I I .~ 1 ‘電 l 一、I 一 犀 

, 

書 

' 

I 
ぷ 

⑥年末年始のトラブルは下記までご連絡下さい。 

上金田浄水場 冒22 - 2327 

役場（宿直・当直います）冒22 - 0555 

つどい・楽し〈、学び 
筑豊地区高齢者学習活動実践発表会 

と き 平成5年12月15日（水）10:00 -15:50 
ところ 田川文化センター 田川市平松町3-36 

◆開会行事（10 】00-b0 】20) 

◆記念講演（10 】20-12 】00) 

『高齢者と町づくり』 

講師 豊 田 謙 ニ氏 

（福岡県立社会学科長教授） 

◆意見発表（12 】50-13 】00) 

◆舞台発表（13 】00-15 】50) 

（民謡、民踊、歌謡、詩吟、社交ダンス） 

◆作品展示14日（13:00 -18:0の15日（10: 00~ 16: 30) 

書、陶芸、園芸、絵画、紙人形、さしこ、 

きめこみ人形、水墨画等 

◆発表者 

下田川地区老人大学、田川地区老人大学（院）、 

老人クラブ、田川市シルバー趣味の教室 

事務局／金田町教育委員会（社会教育課） 

金田町大字金田1153の1 冒0947-22-2200 

撚
熱
飼
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(5) 1993年（平成5年）12月1日 1993年（平成5年）12月1日（4 ) 



【今月は何があるかな】 【今月は何があるかな】 
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づ
く
り
に
む
け
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の
調
査
・
討
議
・
実
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計
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書
づ
く
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→
 

日
 

曜日 時 間 場 所 催 し物・行事 問い合わせ先 直通電話 こ よ み 

22 水
 

10 : 00-15 : 00 
10 : 00-15 : 00 
10 : 00-

金 田 小学校 

福祉センター 

福祉センター 

神崎保育 園 

会

日

談

会

 

談

談

相

大

 

と

き

 

懇

相

 一
」
っ
 

期

権

配

ち

 

学

人

心

も

 

金 田 小 学 校 

総務課庶務係 

社会福祉協議会 

神 崎 保 育 園 

22 一0061 

22 一0555 

22 一6631 

22 一3399 

冬至 

⑩
 

木
 

二 天 皇 誕 生 日 

24 金
 

二 
金田小・中学校 終 業 式 金田小・中学校 22 一0061 

・0136 

クリスマス 

イブ 

25 土
 

9: 00-13 : 00 堀 カ ナ ダ S、れ あ い朝市 

土 曜 閉 庁 

産 業 労 働 課 

総務課庶務係 

22 -6665 

22 -0555 
クリスマス 
蕉村忌 

⑩
 

日
 二 

27 月
 

こ 

28 火
 

8【 30-47 : 00 

8 : 30-17 】 00 

】 -17:00 

21: 00- 5 : 00 

役場会計係窓口 

役場会計係窓口 

各消防団担当地区 

住民税第 4 期納期 限 

11 月分水道料金納付期限 

仕 事 納 め 

年 末 夜 警 

税務課賦課係 

水道課業務係 

総務課庶務係 

総務課庶務係 

22 一0557 

22 -6669 

22 -0555 

22 一0555 

納めの不動 

29 水
 

21: 00- 5: 00 各消防団担当地区 年 末 夜 警 総務課庶務係 22 一0555 奈良・薬師 

寺お身ぬぐ 
し、 

30 木
 

加
 

に
。
 

～
 

一 

0
 

0
 

21
 各消防団担当地区 年 末 夜 警 総務課庶務係 22 -0555 

31 金
 

こ 
大職、大晦日 
除夜の鐘 

1994年（平成6年）1月（睦月［むっき］JANUARY ) 

①
③
 

土
 

日
 

『 
元 旦 

広報 『カナダ』1 月号発行 企 画 開 発 課 22 -0556 

初荷、書初 

Q
リ
 

月
 

二 

4
ュ 

火
 

8 : 30- 仕 事 始 め 総務課庶務係 22 一0555 

に
J
 

水
 

こ 小寒 

6
 

木
 

二 ’ 

7
 

金
 

七草 

り 

⑩って曽iきい 
せ）んでも云ろう 

⑨いすき朝市 いらっしゃい、 らっしゃい 

毎週 

土曜 

9 : 00 

1 
13 : 00 

堀川幹線道路沿 

し、 
カナダふれあい朝市 産 業 労 働 課 

ん
 
ぞ
 

さ
・
っ
 

な
 
ど
 

み
 に

J
 

n。
 

n。
 

n。
 

一 
。ノ］ 

n
ノ］ 

年末の交通事故防止 
年末は人の行き来が多くなり、交通渋滞や雑踏が予想されます。 

先を急ぐあまり、t5総- L . I -望岩皆姦管誉篇警1 
思わぬ事故を招きやすくなります。 

1993年（平成5年）12月（師走［しわす］DECEMBER) 

日 曜日 時 間 場 所 催 し も の ・ 行 事 問い合わせ先 直通電話 こ よ み 

1
 

水
 『 

広報 『カナダ』12月号発行 企画開発課広報 22 一0556 歳末助け合 
い運動 
映画の日 
鉄の記念日 

っム 木
 

二 

nJ 金
 

10 : 30-12 : 00 
19 : 20-21 : 00 

金 田 小学校 

ひらばる幼稚園 

町 民 会 館 

会

会

会

 

旧” 

食

大

ー

 
説
 

給

き

路

 

生
 
っ
進
 

生
 

年

ち

 
一 

年
 

6

も
3
 

金 田 小 学 校 

ひらばる幼稚園 

金 田 中 学 校 

22 - 0061 

22 一5622 

22 一0136 

4
' 

土
 

9: 00---.13 : 00 
10 : 00-
13: 00-'15 : 00 

堀 
かみかなだ保育園 

総 合 会 館 

カ ナ ダ ふ れ あ い 朝 市 

も ち っ き 大 会 

人 権 講 演 会 

土 曜 閉 庁 

産 業 労 働 課 
かみかなだ保育園 
社 会 教 育 課 
総務課庶務係 

22 一6665 

22 - 3653 

00 - 2200 

22 一0555 

人権週間 

⑤
 

日
 

こ 田 川 郡 駅 伝 大 会 社 会 教 育 課 22 - 2200 

nb 月
 

金 田 中学校 2 学期末考査 （-8 日） 金 田 中 学 校 22 一0136 

7
 

火
 

こ 
大雪 

8
 

水
 

こ 広報『カナダ』1月号原稿締切 企 画 開 発 課 22 一0556 
こと納め、 
納めの薬師 

針供養 

。
J
 

木
 

13 : 30-14 : 30 町 内 全 域 人 権 パ レ ー ド 総務課庶務係 22 一0556 

障害者の日 

10 金
 

9 : 00-10 : 00 
9 : 30-
13 : 00-17 : 00 

福祉課窓 口 

神崎保育所 
役場2階議事堂 

補 聴 器 相 談 

お 遊 戯 会 

金 田 町 農 業 委 員 会 

福祉課福祉係 

神 崎 保 育 園 

産 業 労 働 課 

22 - 6664 
22 一3399 

22 一6665 

世界人権 

フ一ー 

11 土
 

9: 00-13 : 00 堀 カ ナ ダ ふ れ あ い 朝 市 

土 曜 閉 庁 

産 業 労 働 課 

総務課庶務係 

22 一6665 

22 - 0555 
ュニセフ創 

立記念日 

⑩
 

日
 

9: 00-12: 00 総 合 会 館 お 遊 戯 会 ひらばる幼稚園 22 - 5622 

13 月
 

10 : 00- 】 第二長寿 園 おとしよりと園児の交流会 神 崎 保 育 所 22 一3399 
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こ 
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10 : 00-iS : 50 田川文化センター 筑豊地 区高齢者学習 

活動実践発 表会 

社 会 教 育 課 22 - 2200 年賀郵便 

特別扱い 
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二 
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かみかなだ保育園 

役場2階集会室 
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乳 児 相 談 
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かみかなだ保育園 
福祉課環境衛生係 

22 一6662 

22 -3653 
22 - 6664 

18 土
 

9: 00-13 : 00 
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川
園
 

育
 

保
 

田
 

堀
金
 

カ ナ ダ ふ れ あ い 朝市 

お 遊 戯 会 

土 曜 閉 庁 

産 業 労 働 課 
金 田 保 育 園 

総務課庶務係 

22 一6665 
22 - 0435 

22 一0555 

納めの観音 

⑩
 

日
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校
 

学
学
 

小
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田
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金
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校
校
 

学
学
 

小
中
 

田
田
 

金
金
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く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
 
実
施
計
画
書
づ
く
り
 
ー

 
※ ご注意ください。 網かけの日 （毎週土・日曜日と祝祭日）は、すべて役場が休みの日です。 

(7) 1993年（平成5年）12月1日 1993年（平成5年）12月1日（6) 



【お知らせ】 

知っておきたい検察審査会 

検察審査会に選ばれたらご協力をノ 
而す寸 

国 
民 
年 
金 
保 
険 
料 

国 
民 
健 
康 
保 
険 
税 

納 

検察審査会制度は、検察官の仕事に国民の良識を反映させようとい 

う目的で出来たものです。 

例えば、交通事故、詐欺など被害にあったのに、検察官が犯人を裁 

判にかけてくれない。このような人のために、検察官のした処分（不 

起訴処分）が正しかったかどうかを審査する機関として「検察審査会」 

があります。 

検察審査会では、11人の審査員がこの審査をします。審査員は選挙 

権を持っている皆さんの中から、「くじ」で選ばれることになっていま 

す。 

あなたが、この審査員に選ばれたときは、検察審査会の役割を理解 

され、国民の代表としてこの仕事にご協力をお願いします。 

問合せ先 田川市千代町1-5 

田川検察審査会事務局（田川裁判所内） 

冨42一0163 

金田町選挙管理委員会（金田町役場内） 

冨 22 - 0555 
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多 また負担については無理なものとならないように地方税法等の改正が行な 多？ 
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 I 県地方課税政係 冒092 (551) 1 1 1 1 内線2276 
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内科 病気 

役場福祉課冒22 -6664 ノ＼ お問い合せ 

1993年（平成5年）12月1日（8) 
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国
民
年
金
は
 20 

歳
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
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金保険料を納めている方です。 

ただし、農業者年金に加入している方と加入す 

べき方は加入できません。 

■加入のしかた 

口数制です。1口だけでも加入できます。 

■掛 金 

加入時の満年齢できまります。口数に応じた掛 

金を60歳まで納めます。 

■給 付 

年金額は、加入口数で決まります。年金の受給 

開始後、毎年1回ボーナス給付が受けられます。 

(※C型を除く）遺族一時金があります。 

(※B・C型を除く） 

■加入できる口数 

1口目と2口目以降の掛金を合計し、1 ケ月の掛 

金が68000 円以内でしたら何口でも加入できま 

す。 

■税制の特典 

掛金は、全額が社会保険料控除になります。受 

け取る年金は、公的年金等控除が適用されます。 

倉鰯図 尋馳回 急田図 

加入申込み、お問い合せは（※） 

福岡県国民年金基金へ 

〒812 福岡市博多区博多駅東2 -6 -26 

安川産業ビル3階 

料金無料のフリーダイヤル 

冨 (0120 ) 041652 

．加入できる方 

20歳以上60歳未満の第1号被保険者（厚生年金 

などの加入者とその奥さん以外の方）で国民年 
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if
耳 町 
r 打 

iiiiSI
if

耳
耳
耳
《
）
《
打
打
耳
打
打
方
打
《
打
g
万
r

万
打
方
万
升
打
打
）
打
打
升
打
打
耳
《
《
）
打
打
万
万
耳
《
万
打
打
打
 

■いつから資格ができるか 

退職者医療制度への加入資格は、年金受給権が 

発生した日から適用となります。 

■届 出 

年金証書をうけとったら、14日以内に世帯主は 

担当窓口へ所定の届書に年金証書を添えて届け 

出て下さい。 

■診療をうけるときには、国民健康保険退職者被 

保険者証を医療機関の窓口へ提示して下さい。 

医療機関に支払う一部負担金はつぎのようにな 

ります。 

現在、国民健康保険に加入しており、長年会社や 、 I己三IよA“ぴ上PcくM、rフこ‘一刀uノ、v 、’レ ノ、 

役所等に勤めていて年金をうけている70歳未満の 

人およびその家族は、「退職者医療制度」で受診す 

ることになります。 

■加入できる人 

国民健康保険の加入者で、厚生年金、船員保険あ 

るいは各種共済組合から老齢（退職）年金をうけ 

ている人または通算老齢（退職）年金をうけてい 

る人で、これらの年金加入期間が20年以上、も 

しくは40歳以後の期間が10年以上ある人。 
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I 退職被保険者本人の配偶者（事実上婚姻関係と ります。 轟 

お 后は羊の車f書lプあス人叙合む）、＝親等内の親族 

ifcc55SIIIで篇巌蕪蘇人漏露冠主として退屈退職被保険者本人入院通院とも2割締臨IIii5555 
‘ 被保険者本人により生計を維持している人（た 

1 だし、年間収入が一定基準額を超える人は被扶 扶養家族通院は医療費の3割 ‘り’響iiSiIIJr 
‘ 養者にはなりません）。 
、＝hヒ；‘二‘、ーぬhーーーーーーーーーーーー“ー“ーーー敏ーーーーー一ーーーーー”h 

退職被保険者本人 入院・通院とも2割 

扶 養 家 族 

入院は医療費の2割 

通院は医療費の3割 

1993年（平成5年）12月1日（10) 

⑥12月1日（水） 

午後7時～9時 

文化団体同和講演会 

ところ 中央公民館 

⑥12月2日（木）~3日（金） 

午後1時30分～ 

就労者同和講演会 

ところ 中央公民館 

⑥12月4日（土） 

午後1時30分 

就学前教育部会同和講演会 

ところ 中央公民館 

@12 月5日（日） 

午前9時～ 

インディアカ大会 

ところ 町民体育館 

@12 月9日（木） 

午後7時～ 

公民分館長同和講演会 

ところ 中央公民館 

⑥12月5日（日） 

午前8時30分～ 

町民バレーボール大会 

⑥12月12日（日） 

午前9時～ 

人権駅伝大会 

ところ 町民グランド 

⑥1月3日（月） 

午前1〇時ヘノ 

成人式 

ところ 同和対策中央研修所 

@12 月12日（日） 

高校生の交通安全キャンペン 

⑥12月12日（日） 

午後1時～ 

合唱フェスティパル 

ところ 文化福祉総合会館 

⑥12月19日（日） 

午前1〇時～ 

家庭の日親子推進大会 

ところ 町民体育館 

12月の主な行事 
【全国版】 

冠田図 扇 皿 ■ 
@12 月12日（日） 

午後6時30分～ 

ジャズ・イン×’マス 

入場料 2,200円（当日2, 500円） 

ペア券 4,200円（当日4, 500円） 

ところ オークホール 

⑥12月23日（日） 

午前9時～ 

親子ふれあいフェスティパル 

ところ 町体育館 

⑥1月9日（日） 

午後1時～ 

新春たこあげ大会 

ところ サン・スポーツランド 

⑥1月9日（日） 

午後2時 

力ルタ大会 

ところ オークホール 

⑥12月5日（日） 

午後1 時ヘノ 

田川市制50周年記念行事 

田川芸能フェスティパル 

ところ 田川文化センター 

命飼 

I 日（水） 

世界ェイズデー 

冬の省ェネルギー総点検の日 

海外安全週間（-7日） 

雪崩防災週間（-7日） 

歳末助け合い運動 

脱スパイクタイヤ運動推進月間 

大気汚染防止推進月間 

骨髄バノク推進月間 

食品の年末一斉取締月間 

(-'28日） 

年末・年始の犯罪と事故防止 

(-1月中旬） 

⑥12月5日（日） 

午前9時～ 

田川郡駅伝大会 

（津野～香春） 

⑥12月l0日（金） 

午後7時30分 

人権講演会 

ところ 住民センター 

4日（土） 

人権週間（-10日） 

6日（月） 

雪崩防災週間シンポジウム 

(-'-7日、富山市） 

脚圏図 

国冒回 

' 

012 月 毎日曜日 

午前9時ヘノ 

ふれあい朝市 

ところ 役場前広場 

⑥12月12日（日） 

午後1時～ 

万葉のつどい 

ところ 中央公民館 

@12 月12日（日） 

午前中 

町内グリーン作戦 

⑥12月11日（土）12日（日） 

えびす祭り 

ところ 商工会議所前 

一
 

9日（木） 

障害者の日 

「障害者の日」記念の集い 

（東京・有楽町マリオン） 

身体障害者福祉過間(-15日） 

10日（金） 

人権デー 

世界人権宣言45周年記念式典及び 

シンポジウム 

（日本都市センターホール） 

下 旬 

年末年始の輸送等に関する 

安全総点検（年末年始特別警戒） 

及び航路標識の総点検 

23日（木） 

天皇誕生日 

金
田
町
 
来
年
4
月
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
塾
」
が
は
じ
ま
る
よ
ノ
 
み
ん
な
遊
び
に
お
い
で
よ
。
 

年末・年始の犯罪と事故防止 
(12月1日～1月中旬） 

(11) 1993年（平成5年）12月1日 
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1V12 雲仙普賢岳の降灰を使った焼物を 

町長室に（金田陶芸教室より） 

11/15 

「大きいの掘れたよ」 

いも掘り（神崎保育園） 

11/13 カナダふれあい朝市オーブング 

（毎週土曜日9: 00"-' 13 : 00堀川で） 

■まちづくりの合言葉 

カー感 動 
（よろこびとやさしさ） 

ちナ=1 L協調） 
スダ=*(/纏と自立、 

新しい「まちづくり委員」のみなさん 
力ナダのイメージアップノ＼現地調査 

11刀3 ぼくたちも考古学者（神崎遺跡発掘調査に参加） 

編
集
後
糾
鱗
」
 

お
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ら
い
 

「
今
度
新
し
い
テ
レ
ビ
を
買
っ
た
の
 

で
、
古
い
の
は
お
は
ら
い
箱
に
な
っ
 

た
」
と
い
う
と
き
の
 
「
お
は
ら
い
箱
」
 

に
は
、
不
用
に
な
る
と
い
っ
た
意
味
 

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
 

お
は
ら
い
 

神
社
で
出
す
 
「
御
誠
」
 
と
呼
ば
れ
 

ふ
だ
 

る
厄
よ
け
の
お
札
か
ら
生
ま
れ
た
言
 

葉
で
し
た
。
 

お
 

L
 

御
師
と
い
え
ば
、
神
社
に
団
体
で
 

さ
ん
け
い
 

こ
う
ち
，
う
 

参
詣
す
る
講
中
を
案
内
し
た
り
、
宿
 

泊
の
面
倒
を
み
る
神
職
で
す
。
江
戸
 

時
代
、
伊
勢
神
宮
の
御
師
は
お
伊
勢
 

参
り
の
人
々
の
世
話
を
す
る
ほ
か
 

に
、
年
末
に
は
厄
よ
け
の
お
札
を
入
 

れ
た
「
御
職
箱
」
を
、
神
宮
が
刊
行
し
 

た
次
の
年
の
新
し
い
暦
と
一
緒
に
、
 

全
国
の
信
者
に
領
布
す
る
仕
事
を
担
 

当
し
て
い
ま
し
た
。
 

御
載
箱
は
新
し
い
も
の
が
く
る
 

と
、
古
い
も
の
は
い
ら
な
く
な
り
ま
 

す
。
そ
こ
で
「
蔵
い
」
と
「
払
い
」
を
 

か
け
て
、
不
用
品
を
捨
て
た
り
す
る
 

と
き
に
使
う
言
葉
に
な
っ
た
わ
け
で
 

す。 今
年
一
年
間
「
お
は
ら
い
箱
」
 
に
 

し
た
い
反
省
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
 

た
が
、
も
う
す
ぐ
お
正
月
で
す
。
み
 

な
さ
ん
、
新
た
な
『
感
動
・
仲
良
し
・
 

大
好
き
』
を
求
め
て
新
年
を
迎
え
ま
 

し
ょ
う
。
 

広
報
「
カ
ナ
ダ
」
ご
愛
読
あ
り
が
 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

来
年
も
ま
た
、
よ
ろ
し
く
 

お
ね
が
い
し
ま
、
す
。
 

1993年（平成5年）12月1日（12) 


